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 １．概要 
  簡易 SPQRQLツール（AllegroGraph編集機能追加版）は以下のことができます。 

 任意の sparql endpointに対して ・キーワードを指定して、部分／完全マッチするデータを検索することができます。 ・sparql queryを発行して検索することができます。 

  検索した結果はファイルに保存することができます。 

 複数の sparql endpointに対して ・キーワードの一覧を指定して、部分／完全マッチするデータを横断検索して csvファイルに出力することができます。 

 複数の sparql endpointに対して ・endpoint ごとの述語の一覧と、subject の一覧を指定して、完全マッチする Object のデータを横断検索して csvファイルに出力することができます。 

 

 

 任意の AllegroGraph Repositoryに対して ・任意の Tripleの property、objectを編集することができます。 ・任意の Tripleを削除することができます。 ・任意の Subjectに対して Tripleを追加することができます。 
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（１） 画面構成  簡易 SPQRQLツールの画面構成は以下の通りです。 

 

 

 

 

  

①①①① メニューバーメニューバーメニューバーメニューバー    ②②②② EEEEndpointndpointndpointndpoint 入力欄入力欄入力欄入力欄    ③③③③ メインウインドウメインウインドウメインウインドウメインウインドウ    

④④④④ QQQQueryueryueryuery ログ出力欄ログ出力欄ログ出力欄ログ出力欄    
⑤⑤⑤⑤ 結果保存欄結果保存欄結果保存欄結果保存欄    
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 １）メニューバー 

Endpoint設定や、設定した内容の保存が行うことができます。 

 ２）Endpoint入力欄 

Endpointの選択・入力を行うことができます。 

 ３）メインウインドウ 「キーワード検索」タブ・「SPARQ 検索」タブ、「編集」タブを切り替えて検索を行うことができます。 

 ４）Queryログ出力欄 「キーワード検索」「SPARQ検索」にて発行された Queryのログが表示されます。 
 ５）結果保存欄 検索結果を TSV/CSV形式で保存することができます。 
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 ２．利用方法 
  簡易 SPQRQLツールの利用方法は以下の通りです。 

 （１） Endpoint選択 
Endpoint入力欄から、検索対象の Endpointを選択します。 

 

 

 

 

 プリセットの Endpointは以下の通りです。 

 表表表表    1111．プリセット．プリセット．プリセット．プリセット EndpointEndpointEndpointEndpoint一覧一覧一覧一覧    

Endpoint URLEndpoint URLEndpoint URLEndpoint URL    内容内容内容内容    http://ja.dbpedia.org/sparql 日本語 DBpediaエンドポイント http://dbpedia.org/sparql 英語 DBpediaエンドポイント http://www.wikipediaontology.org/query/ 日本語 wikipediaオントロジーエンドポイント http://hozoviewer.ei.sanken.osaka-u.ac.jp/endpoint/dbpedia 英語 DBpediaエンドポイント（大阪大学ミラー） http://lod.ac/species/sparql LODAC Speciesエンドポイント http://lod.ac/sparql LODACエンドポイント 

 ※プリセット以外の Endpointを追加することもできます。（→「Endpoint追加」参照） 

 

  

EndpointEndpointEndpointEndpoint を選択するを選択するを選択するを選択する    
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 （２） 「キーワード検索」タブ メインウインドウの、「Keyword Search」を選択すると、メインウインドウに「キーワード検索」用画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 「キーワード検索」用画面の画面構成は以下の通りです。 

 

 

 

  

「「「「Keyword SearchKeyword SearchKeyword SearchKeyword Search」タブを選択する」タブを選択する」タブを選択する」タブを選択する    

④④④④ キーワード入力欄キーワード入力欄キーワード入力欄キーワード入力欄    ③③③③ 検索条件設定検索条件設定検索条件設定検索条件設定    ②②②② SSSSubjectubjectubjectubject 結果表示欄結果表示欄結果表示欄結果表示欄    
①①①① TripleTripleTripleTriple 結果表示欄結果表示欄結果表示欄結果表示欄    
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 １） キーワード入力欄 検索キーワードを入力します。 「Find」ボタン、もしくはエンターキーにより検索を実行します。 

 ２） 検索条件設定 キーワードの検索対象を設定します。 設定項目は以下の通りです。 

 

 表表表表    2222．「キーワード検索」検索条件設定項目一覧．「キーワード検索」検索条件設定項目一覧．「キーワード検索」検索条件設定項目一覧．「キーワード検索」検索条件設定項目一覧    項目項目項目項目    説明説明説明説明    検索方法 Full Match 検索ワードと完全一致した項目をさがす。 

Part Match 検索ワードと部分一致した項目をさがす。 検索対象 

 

 

Find All Tripleの SubjectとObjectを検索対象とする。 （未実装） 

Find Subject Tripleの Subjectを検索対象とする。 

Find All Object TripleのObjectを検索対象とする。 

Find Specific Object Predicateが特定の要素になっている TripleのObjectを検索対象とする。 

LIMIT 検索結果の上限を設定する。 

 

 「Find Specific Object」を選択すると、Predicate入力ウインドウが表示されます。 
 

 

 

 

PredicatePredicatePredicatePredicate 入力ウインドウ入力ウインドウ入力ウインドウ入力ウインドウ    
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Predicate 入力ウインドウに文字を入力すると、補完候補がポップアップ表示されます。ポップアップ項目をクリックすると選択できます。 （補完を利用せず、すべて手入力することもできます） 

 

 

 

 

Predicate入力ウインドウで空文字のままエンターで、入力を確定します。 ウインドウ右上の「×」ボタンで入力をキャンセルします。 各項目頭の「×」ボタンで項目を削除します。 

 

 

  

補完候補ポップアップ補完候補ポップアップ補完候補ポップアップ補完候補ポップアップ    

項目削除項目削除項目削除項目削除    入力全キャンセル入力全キャンセル入力全キャンセル入力全キャンセル    
空文字エンターで入力確定空文字エンターで入力確定空文字エンターで入力確定空文字エンターで入力確定    
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 ３） Subject結果表示欄 検索にて該当した Tripleの Subject一覧を表示します。 

 

 

 

 

 ４） Triple結果表示欄 「Subject 結果表示欄」の行をダブルクリックすると、該当行を Subject とする
Tripleの一覧を表示します。（Subjectは該当行のため、PredicateとObjectの組み合わせ一覧を表示します） 

 

 

 

 

 

「「「「KeywordKeywordKeywordKeyword」で検索した結果が」で検索した結果が」で検索した結果が」で検索した結果が    「「「「SubjectSubjectSubjectSubject 結果表示欄」に表示される結果表示欄」に表示される結果表示欄」に表示される結果表示欄」に表示される    

「「「「SubjectSubjectSubjectSubject 結果表示欄」で選択（ダブルクリック）した項目を結果表示欄」で選択（ダブルクリック）した項目を結果表示欄」で選択（ダブルクリック）した項目を結果表示欄」で選択（ダブルクリック）した項目を SubjectSubjectSubjectSubjectに持つに持つに持つに持つ TripleTripleTripleTriple が、「が、「が、「が、「TripleTripleTripleTriple 結果表示欄」に表示される結果表示欄」に表示される結果表示欄」に表示される結果表示欄」に表示される    

「「「「LIMITLIMITLIMITLIMIT」を有効にした時、「←」「→」ボ」を有効にした時、「←」「→」ボ」を有効にした時、「←」「→」ボ」を有効にした時、「←」「→」ボタンで前後の結果に移行する。タンで前後の結果に移行する。タンで前後の結果に移行する。タンで前後の結果に移行する。    
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 ５） Objectリンク検索 「Triple結果表示欄」の行をダブルクリックすると、該当行のObjectを SubjectとするTripleの一覧を表示します。（Subjectは該当行のため、PredicateとObjectの組み合わせ一覧を表示します） 

 

 

 

 

 

 

 

  

「「「「TripleTripleTripleTriple 結果表示欄」で選択（ダブルクリック）した項目の結果表示欄」で選択（ダブルクリック）した項目の結果表示欄」で選択（ダブルクリック）した項目の結果表示欄」で選択（ダブルクリック）した項目の ObjectObjectObjectObject ををををSubjectSubjectSubjectSubject に持つに持つに持つに持つ TripleTripleTripleTriple が、「が、「が、「が、「TripleTripleTripleTriple 結果表示欄」に表示される。結果表示欄」に表示される。結果表示欄」に表示される。結果表示欄」に表示される。    「「「「SubjectSubjectSubjectSubject 結果表示欄」は選択した結果表示欄」は選択した結果表示欄」は選択した結果表示欄」は選択した ObjectObjectObjectObject が表示される。が表示される。が表示される。が表示される。    「←」「→」ボタンで、「←」「→」ボタンで、「←」「→」ボタンで、「←」「→」ボタンで、ObjectObjectObjectObject リンクの前後リンクの前後リンクの前後リンクの前後移動を行える。移動を行える。移動を行える。移動を行える。    
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 （３） 「横断検索」タブ メインウインドウの、「Cross Search」を選択すると、メインウインドウに「横断検索」用画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 「横断検索」用画面の画面構成は以下の通りです。 

 

 

 

 

  

「「「「CrossCrossCrossCross    SearchSearchSearchSearch」タブを選択する」タブを選択する」タブを選択する」タブを選択する    

④④④④ キーワード入力欄キーワード入力欄キーワード入力欄キーワード入力欄    ③③③③ 検索条件設定検索条件設定検索条件設定検索条件設定    ②②②② SSSSubjectubjectubjectubject 結果表示欄結果表示欄結果表示欄結果表示欄    
①①①① TripleTripleTripleTriple 結果表示欄結果表示欄結果表示欄結果表示欄    
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 １） キーワード入力欄 検索キーワードを入力します。 「Find」ボタン、もしくはエンターキーにより検索を実行します。 検索実行時に、検索対象エンドポイント選択ウインドウが表示されます。 登録されているエンドポイントの一覧から、検索対象とするエンドポイントにチェックを入れます。 「OK」ボタン、あるいはエンターキーにて、チェックを入れたエンドポイントに対して検索を行います。 

 

 

 

  

検索対象のエンドポイントにチェック検索対象のエンドポイントにチェック検索対象のエンドポイントにチェック検索対象のエンドポイントにチェック    
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 ２） 検索条件設定 キーワードの検索対象を設定します。 設定項目は「キーワード検索」の検索条件と同じです。 

 

 ３） Subject結果表示欄 検索にて該当した Tripleの Subjectと、その Endpointの一覧を表示します。 

 

 

 

 

 ４） Triple結果表示欄 「Subject 結果表示欄」の行をダブルクリックすると、該当行を Subject とする
Tripleの一覧を表示します。 「キーワード検索」の Triple結果表示欄と同じです。 

 

 ５） Objectリンク検索 「Triple結果表示欄」の行をダブルクリックすると、該当行のObjectを Subjectとする Tripleの一覧を表示します。 「キーワード検索」の「Objectリンク検索」と同じです。 

 

  

「「「「KeywordKeywordKeywordKeyword」で検索した結果が」で検索した結果が」で検索した結果が」で検索した結果が    「「「「SubjectSubjectSubjectSubject 結果表示欄」に表示される結果表示欄」に表示される結果表示欄」に表示される結果表示欄」に表示される    「「「「LIMITLIMITLIMITLIMIT」を有効にした時、「←」「→」ボ」を有効にした時、「←」「→」ボ」を有効にした時、「←」「→」ボ」を有効にした時、「←」「→」ボタンで前後の結果に移行する。タンで前後の結果に移行する。タンで前後の結果に移行する。タンで前後の結果に移行する。    
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 （４） 「SPARQL」タブ メインウインドウの、「SPARQL」を選択すると、メインウインドウに「SPARQL検索」用画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 「SPARQL 検索」用画面の画面構成は以下の通りです。 

 

 

 

  

「「「「SPARQLSPARQLSPARQLSPARQL」タブを選択する」タブを選択する」タブを選択する」タブを選択する    

①①①① QueryQueryQueryQuery 実行ボタン実行ボタン実行ボタン実行ボタン    ③③③③ QueryQueryQueryQuery 入力欄入力欄入力欄入力欄    
②②②② 結果表示結果表示結果表示結果表示欄欄欄欄    
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 １） Query実行ボタン 「Query入力欄」に入力したQueryを実行します。 

 ２） Query入力欄 実行したい Sparql Queryを入力します。 

 

 

 

 

 

 

  

「「「「QueryQueryQueryQuery 入力欄」に入力欄」に入力欄」に入力欄」に QueryQueryQueryQuery を入力し、「を入力し、「を入力し、「を入力し、「Run QueryRun QueryRun QueryRun Query」をクリック」をクリック」をクリック」をクリック    
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 ３） 結果表示欄 実行した Queryに相当する結果の一覧を表示します。 結果は Tripleに限らず、Select対象の要素がすべて表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

「「「「QueryQueryQueryQuery 入力欄」に入力した入力欄」に入力した入力欄」に入力した入力欄」に入力した QueryQueryQueryQuery の結果が「結果表示欄」に出力されるの結果が「結果表示欄」に出力されるの結果が「結果表示欄」に出力されるの結果が「結果表示欄」に出力される    



18 

 

 （５） 「編集」タブ メインウインドウの、「Edit」を選択すると、メインウインドウに「編集」用画面が表示されます。 「キーワード編集」が有効になるのは、endpoint が AllegroGraph で、設定にて「Editable AllegroGraph」が有効になっている場合のみです。（「３．設定」参照） 

 「編集」タブでの検索は、「キーワード検索」の操作とおなじです。 

 １） 編集 「Triple 結果表示欄」に結果が表示された後、行を選択して右クリックすると、編集用ポップアップメニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

  

「「「「TripleTripleTripleTriple 結果表示欄」で右クリックした項目について、編集用ポップ結果表示欄」で右クリックした項目について、編集用ポップ結果表示欄」で右クリックした項目について、編集用ポップ結果表示欄」で右クリックした項目について、編集用ポップアップメニューが表示されるアップメニューが表示されるアップメニューが表示されるアップメニューが表示される    



19 

 

 編集用ポップアップメニューの項目は以下の通りです。 

 

 表表表表    3333．編集用ポップアップメニュー項目一覧．編集用ポップアップメニュー項目一覧．編集用ポップアップメニュー項目一覧．編集用ポップアップメニュー項目一覧    項目項目項目項目    説明説明説明説明    

Add New Object to This 

Subject 

この Tripleの Subjectに新しい Tripleを追加する。 

Edit This Triple この Tripleの Property/Object編集画面を表示する 

Delete This Triple 選択した Tripleを削除する 
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 （６） Queryログ出力 「Queryログ出力欄」には、「キーワード検索」「SPARQL検索」において、endpointに対して発行されたQueryのログが出力されます。 ログは最大 100行出力され、それ以前のログは古い順に破棄されます。 

 

 

 

 （７） 結果保存 「キーワード検索」の「Triple 検索結果」、「Sparql 検索」の「検索結果」をファイルに保存します。 

 

 

 

 

 

 

 保存可能ファイルフォーマットは以下の通りです。 

 表表表表    4444．保存ファイルフォーマット一覧．保存ファイルフォーマット一覧．保存ファイルフォーマット一覧．保存ファイルフォーマット一覧    ファイルフォーマットファイルフォーマットファイルフォーマットファイルフォーマット    説明説明説明説明    

TSV 要素 Tab区切りのテキスト出力 

CSV 要素カンマ区切りのテキスト出力 

XLSX OpenXML形式（未実装） 

  

保存ファイルフォーマットを選択し、「保存ファイルフォーマットを選択し、「保存ファイルフォーマットを選択し、「保存ファイルフォーマットを選択し、「SaveResultSaveResultSaveResultSaveResult」ボタンを押す」ボタンを押す」ボタンを押す」ボタンを押す    

検索に伴って発行された検索に伴って発行された検索に伴って発行された検索に伴って発行された QueryQueryQueryQuery が順に出力される。（最大が順に出力される。（最大が順に出力される。（最大が順に出力される。（最大 100100100100 行）行）行）行）    
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 （８） 比較検索 メニューバー「Option」→「Compare」を選択すると、比較検索用ウインドウが表示されます。 

 

 

 

 

 「比較検索用ウインドウ」の画面構成は以下の通りです。 

 

 

  

「「「「OptionOptionOptionOption」メニューの「」メニューの「」メニューの「」メニューの「CompareCompareCompareCompare」を選択」を選択」を選択」を選択    

⑤⑤⑤⑤ EndpointEndpointEndpointEndpoint リスト選択リスト選択リスト選択リスト選択    ④④④④ 文字列リスト選択文字列リスト選択文字列リスト選択文字列リスト選択    ③③③③ 出力ファイル出力ファイル出力ファイル出力ファイル選択選択選択選択    ②②②② 検索条件設定検索条件設定検索条件設定検索条件設定    ①①①① 検索ログ検索ログ検索ログ検索ログ    
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 １） Endpointリスト選択 「Ref」ボタンを押し、ファイルダイアログにて、Endpoint リストファイルを指定します。 

Endpointリストファイルには、検索対象となる endpointを一行に一つずつ記述します。 

 

 

 

 

 

 

EEEEndpointndpointndpointndpointリストファイル例リストファイル例リストファイル例リストファイル例    

 ２） 文字列リスト選択 「Ref」ボタンを押し、ファイルダイアログにて、文字列リストファイルを指定します。 文字列リストファイルには、検索を行う文字列を一行にひとつずつ記述します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文字列文字列文字列文字列リストファイル例リストファイル例リストファイル例リストファイル例    

 

  

http://hozoviewer.ei.sanken.osaka-u.ac.jp/endpoint/jwo http://hozoviewer.ei.sanken.osaka-u.ac.jp/endpoint/dbpedia http://hozoviewer.ei.sanken.osaka-u.ac.jp/endpoint/dbpedia_ja http://lod.ac/sparql 

大野城_(尾張国葉栗郡) 地方改良運動 フランス_ルネ･ジラール 一条教房 瀧本麻衣子 六本木ヒルズ森タワー35F ヴォデレヴェンスカヤ駅 クバーニ＝黒海ソビエト共和国 ジプシー_(救難起重機船) 日本プロスポーツ大賞      ： 

検索する文字列を一行に一つずつ記述検索する文字列を一行に一つずつ記述検索する文字列を一行に一つずつ記述検索する文字列を一行に一つずつ記述    
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 ３） 出力ファイル選択 「Ref」ボタンを押し、ファイルダイアログにて、出力ファイルを指定します。 出力ファイルには、endpoint リストファイルで指定された endpoint に、文字列リストファイルで指定された文字列の検索を行った結果が csv 形式で出力されます。 

 ４） 検索条件設定 文字列検索を行う検索条件を設定します。設定方法は「キーワード検索」タブの「検索条件設定」と同様です。 「Execute」ボタンを押すと、検索が開始されます。検索結果は出力ファイルに逐次出力されます。 検索が開始されると、「Execute」ボタンは「Stop」ボタンに変わります。「Stop」ボタンを押すと、検索が終了します。 

 ５） 検索ログ 比較検索のログが表示されます。 

 

 

 

  

「「「「StopStopStopStop」」」」ボタンに変わるボタンに変わるボタンに変わるボタンに変わる    
比較検索ログが表示される比較検索ログが表示される比較検索ログが表示される比較検索ログが表示される    
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 （９） Subject比較検索 メニューバー「Option」→「Compare Subjects」を選択すると、Subject比較検索用ウインドウが表示されます。 

 

 

 

 「Subject比較検索用ウインドウ」の画面構成は以下の通りです。 

 

 

  

 

  

「「「「OptionOptionOptionOption」メニューの「」メニューの「」メニューの「」メニューの「Compare Compare Compare Compare SubjectsSubjectsSubjectsSubjects」を選択」を選択」を選択」を選択    

④④④④ endpointendpointendpointendpoint----述語述語述語述語リスト選択リスト選択リスト選択リスト選択    ③③③③ リソースリソースリソースリソース CSVCSVCSVCSV 選択選択選択選択    ②②②② 出力ファイル選択出力ファイル選択出力ファイル選択出力ファイル選択    ①①①① 検索ログ検索ログ検索ログ検索ログ    
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 １） endpoint-述語リスト選択 「Ref」ボタンを押し、ファイルダイアログにて、endpoint-述語リストファイルを指定します。 

endpoint-述語リストファイルには、検索対象となる endpoint と、それが利用する述語のセットを一行ごとに記述します。 、 

 

 

 

 

 

eeeendpointndpointndpointndpoint----述語述語述語述語リストファイル例リストファイル例リストファイル例リストファイル例    

 ２） リソース CSV選択 「Ref」ボタンを押し、ファイルダイアログにて、リソース CSVファイルを指定します。 リソース CSV ファイルには、一行目には検索を行う endpoint、二行目以降はラベルと endpointごとのリソースを一行にひとつずつ記述します。（「比較検索」の出力ファイルのフォーマット） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 リソースリソースリソースリソース CSVCSVCSVCSVファイル例ファイル例ファイル例ファイル例    

 

  

http://www.wikipediaontology.org/query/, http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment http://hozoviewer.jp/endpoint/dbpedia_jp,http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment,http://dbpedia.org/ontology/abstract http://hozoviewer.jp/endpoint/dbpedia,http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment,http://dbpedia.org/ontology/abstract  

"","http://www.wikipediaontology.org/query/","http://hozoviewer.ei.sanken.osaka-u.ac.jp/endpoint/dbpedia_jp", "上行結腸",,"http://ja.dbpedia.org/resource/上行結腸", "結腸","http://www.wikipediaontology.org/instance/結腸","http://ja.dbpedia.org/resource/結腸", "貫通路",,"http://ja.dbpedia.org/resource/貫通路", "顔","http://www.wikipediaontology.org/instance/顔","http://ja.dbpedia.org/resource/顔", "相貌学",,, "赤面","http://www.wikipediaontology.org/instance/赤面","http://ja.dbpedia.org/resource/赤面", "微笑",,"http://ja.dbpedia.org/resource/微笑", 
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 ３） 出力ファイル選択 「Ref」ボタンを押し、ファイルダイアログにて、出力ファイルを指定します。 出力ファイルには、endpoint-述語リストファイルで指定された endpoint と述語にて、リソース CSVファイルで指定されたリソースの検索を行った結果が csv形式で出力されます。 

 

 ４） 検索ログ 

Subject比較検索のログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

  

「「「「StopStopStopStop」」」」ボタンに変わるボタンに変わるボタンに変わるボタンに変わる    
SubjectSubjectSubjectSubject 比較検索ログが表示される比較検索ログが表示される比較検索ログが表示される比較検索ログが表示される    
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 ３．設定 
 （１） Endpoint追加    Endpoint追加手順は以下の通りです。 

 

1. 「Endpoint入力欄」に、新しい Endpointを入力し、「New」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 「Endpoint入力欄」のコンボボックスに新しい Endpointが追加されます。 

 

 

 

 

 

 新しい Endpointは、必要に応じて設定を行ってください。（→「Endpoint設定」参照） 

 

  

「「「「EndpointEndpointEndpointEndpoint 入力欄」に入力欄」に入力欄」に入力欄」に EndpointEndpointEndpointEndpoint を入力し、、「を入力し、、「を入力し、、「を入力し、、「NewNewNewNew」ボタンを押す」ボタンを押す」ボタンを押す」ボタンを押す    

入力した新しい入力した新しい入力した新しい入力した新しい EndpointEndpointEndpointEndpoint が追加されるが追加されるが追加されるが追加される    
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 （２） Endpoint設定    Endpoint設定手順は以下の通りです。 

 

1. 「Endpoint入力欄」のコンボボックスにて、設定したい Endpointを選択します。 

 

 

 

 

 

 

2. 「メニューバー」の「Option」「Option Setting」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定したい設定したい設定したい設定したい EndpointEndpointEndpointEndpoint を選択を選択を選択を選択    

メニューバーの「メニューバーの「メニューバーの「メニューバーの「OptionOptionOptionOption」→「」→「」→「」→「Option Option Option Option SettingSettingSettingSetting」を選択」を選択」を選択」を選択    
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3. Endpoint設定ダイアログが表示されます。 
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    Endpoint設定ダイアログで設定できる項目は以下の通りです。 

 表表表表    5555．．．．    EndpointEndpointEndpointEndpoint選択項目一覧選択項目一覧選択項目一覧選択項目一覧    

 項目項目項目項目    説明説明説明説明    

Namespaces リソースの namespace を指定します。デフォルトでは url+”/class”, 

url+”instance”, url+”resource”が設定されています。 

Query Type Queryを発行する際のフォーマットを指定します。 一般的な sparql endpointでは「Default」を指定します。 「Default」で動作しない endpointでは「Custom」を選択し、以降の項目を適切に設定してください。 

Query Key Sparql queryを送信するときの urlパラメータのキーを指定します。 
Option Sparql query を送信するとき、query 以外に渡すパラメータを指定します。 

Encoding パラメータ・結果データの文字エンコーディングを指定します。 

Result Format 結果データのフォーマットを選択します。 「XML/RDF」「JSON」「SPARQL Syntax Expressions（SSE）」「TSV」から選択できます。 

Editable 

Allegrograph 

endpoint が AllegroGraph で、かつ、編集を行えるようにするかを設定します。 これを「ON」に設定すると、「編集」タブが選択可能になります。 

Repository URL Endpointに対応する repositoryのURLを指定します。 

Repository Name Endpointに対応する repositoryの名前を指定します。 

User AllegroGraphにログインするためのユーザ名を指定します。 

Password ユーザ名に対応するパスワードを指定します。 
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4. 「メニューバー」の「File」「Save Settings」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 「エンドポイント設定を保存します」ダイアログで「はい」を押すと、設定が保存され、次回以降起動時にも設定が有効になります。 

 

 

 

 

メニューバーの「メニューバーの「メニューバーの「メニューバーの「FileFileFileFile」→「」→「」→「」→「Save SettingsSave SettingsSave SettingsSave Settings」を選択」を選択」を選択」を選択    


